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の求人数が 42 万 6900 人に増えると予測されている。日本国内でも 2015 年時点で 17 万人の IT 人材
が不足しており，このままいけば 2030 年には 59 万人の IT 人材が不足すると懸念される。そのよう
な社会的背景からプログラミング教育に注力する動きが世界的に活発化しており，イギリス・ハンガ
リー・ロシア・インド・フィンランドでは初等教育にてプログラミングを含んだ情報教育科目が必修






は 2020 年以降であり，その影響が社会に及び始めるのは 10 年ほど先である。それまでの期間を繋ぐ


































ログラミング演習などの演習科目も担当していた。学生実験はいずれも週 3 コマ（4.5 時間）以上の
割当がされており，課題が終わらない場合には延長して居残ることが一般的である。小休憩を挟みな
がらではあるが，実験によっては 1 回に 6 時間以上かかるものもあった。京都工芸繊維大学のほうは
情報工学科（正式には「情報工学課程」）であったため，学生実験とはいうものの，そのほとんどの時
間をプログラミングに費やすプログラミング科目である。プログラミング演習については京都工芸繊












半減する。文理融合といっても 1 対 1 で配分されているわけではなく，例えば本学情報メディア学科
の場合，教員数の割合でいうと理系は 1/3 である。これでも女子大学の文理融合型学科としては理系
の割合が多いほうである。授業時間としてプログラミング（ウェブやデータベースを含む）に割り当
てられる時間を本学科で概算すると，4 年間で約 20 科目×15 週×1 コマ＝300 コマ（450 時間）程度
となる。ただし，授業の一部でしかプログラミング等を使用しない科目も多くあり，また，これらは
選択科目であることから 20 科目すべてを履修するわけではない。IT 企業に就職していく理系寄りの









を試行錯誤しながら自分の力で問いていく他ない。その時間が少なくとも各回 1 コマ（1.5 時間）は
必要であることから，情報系学科のプログラミング科目は 1 回が 2 コマ以上の授業となっている。 
しかし，文理融合型学科では，理系科目も文系科目と同等に扱われるため，プログラミング科目も























 プログラミング入門（1 年後期，2016 年度） 
 ウェブコンピューティング（2 年前期，2016 年度，2017 年度） 
 ウェブアプリケーション論（3 年前期，2016 年度，2017 年度） 
『プログラミング入門』は，科目名のとおり，本学情報メディア学科のプログラミング科目の入門
に位置づけられる。Processing という C 言語の文法に似たプログラミング言語を用いてプログラミン













する学生が中心となり，履修者数は 3 年生の 3～5 割である（2016 年度は 3 割，2017 年度は 5 割と
大きく変化した）。 
以上の 3 科目のうち，『プログラミング入門』と『ウェブコンピューティング』は 2015 年度から開
講した科目であり，開講初年度（2015 年度）は反転授業ではない通常の形式で授業を行っていた。『ウ






1. 講義映像の視聴（10〜20 分の映像×1〜2 本） 






武庫川女子大学での筆者の 1 年目（2015 年度）の授業経験から，本学の学生は採点されるものに
対して強い意欲を示すように感じたため，反転授業にも小テストを取り入れた。小テストは，毎回の
授業のはじめに 10～15 分間で実施する。出題範囲は前回の課題と今回の講義映像であり，課外時間








































































































い，学生によっては 1.5 時間を越えて 2 時間近くかかってしまう場合があるとの報告を受けた。大学


















武庫川女子大学の用意している授業アンケートの結果を図 2 と図 3 上に示す（いずれも本稿末尾に
掲載）。2016 年度と 2017 年度でアンケート項目が変わっているが，2016 年度の項目 B「この授業の
予習・復習や自己学習に 1 週間当たり平均してどのくらい勉強しましたか？」と 2017 年度の項目 I
「授業時間以外にも学修する工夫をしていましたか？」および O「予習・復習等に平均して週あたり
どのくらい勉強しましたか？」が結果が大学平均を上回っていることから，反転授業の効果を学生も
実感していることがわかる。なお，2017 年度の『ウェブアプリケーション論』は，項目 I・O 以外は









なお，『ウェブプログラミング』も 2015 年度と 2016 年度で反転授業の有無を切り替えたが，2015
年度は最終課題としてウェブサイト制作を指示し，2016 年度はそれを実技テストで置き換えたため，
直接の比較ができない。ウェブサイト制作を課題にすると課外時間に相当量の作業が必要となるため，















にもよるが，筆者の場合，15 分の動画を収録・編集するのに 3～4 時間かかった。単純計算で講義そ
のものの時間の 12～16 倍の作成時間がかかるので，その後 2 年間の再利用程度ではコストが大きす
ぎるように感じられるかもしれないが，授業中に講義をしなくてもよいというのは想像するよりも負
担が軽減する。プログラミングは変化の大きな分野なので，同じ講義映像は長く使えてもカリキュラ






画だけでも十分に伝わる。筆者は Mac を用いて収録したが，Mac の場合，標準でインストールされ















収録した映像は映像編集ソフトウェアで加工する。2016 年度前期は Mac に標準でインストールさ











































デスクと PC が与えられ，平日・週末関係なく，24 時間好きなときに研究することができる。研究室
でプログラミングに触れる時間は，授業のそれとは比較にならない。一方，文理融合型学科では，研
究室ではなくゼミの形態で研究活動を行っているところがほとんどである。本学情報メディア学科も
「◯◯研究室」という呼称を使用してはいるが，実質的には文系ゼミの形態であり，通常科目と同じ
くゼミにも開講時間が定められている。学生部屋も複数のゼミで共有しており，デスクや PC も共有
であるため，学生がいつでも研究活動できるような環境にない。他大学の文理融合型学科との差別化
を図り，抜きん出た存在感を示すには，反転授業だけではなく，研究活動についても情報系学科に準
じる環境を揃えることが必要であろう。 
 
注 
（1） 筆者の調べたかぎりでは，国内の女子大学には情報系学部（情報学部や情報工学部など）はなく，お茶の水女子
大学と津田塾大学に情報科学科が存在する以外はすべて文理融合型の学科である。 
（2） 世界中の子どもたちの教育のために無料の講義動画をインターネットから利用できるようにする NPO『カーンア
カデミー』の設立者 
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